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 １．真実かどうか ２．みんなに公平か ３．好意と友情を深めるか ４．みんなのためになるかどうか 

本日のプログラム 次回のお知らせ 

2021-2022年度クラブ方針 

クラブで親睦を深め一人一人がそして

クラブが地域を明るくする 

〔松村会長〕 

「こんなクイズがあります」 
 父親と息子が交通事故にあい、二

人とも大けがをした。救急車で別々

の病院に運ばれ、息子のほうを担当

した外科医は顔を見るやいなや叫ん

だ。「これは私の息子です！」。一体

どういうことでしょう。 

 私は考え込んでしまいました。親が

再婚した、とか思い浮かびましたが分かりません。 

 これはオリンピック組織委員会元会長の問題発言の

しばらく後の新聞に載っていました。 

 外科医はその子の母親だったというのが答えであり

ます。クイズとして成り立つのは外科医と聞いて男性

だと思い込む人が多いからでしょう。実際。私も外科

医と聞けば中元耕一郎先生を思い浮かべます。有田

市立病院、済生会有田病院でも複数の外科医とお会

いしたことがあります。全員男性でした。 

 私自身はあまり偏見を持っていないと思っておりまし

た。しかし、元組織委員長とお仲間でした。偏見を持

つほうはあまり痛みを感じませんが、偏見を持たれた

ほうそうでもないでしょう。足を踏みつけている人はそ

の痛みが分かりません。自分の中にある偏見とじっくり

向き合わなければならないと思いました。 

 
〔川口幹事〕 

報告連絡事項3件ございます。 

1.組織図一部変更しました。変更内容

は、上野山捷身君、井上修平君に広

報委員会に兼務していただきます。 

2.地区より依頼がございました、地域環

境保全プロジェクトについて昨今の状
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前回の報告（第２９８１回例会） 

令和３年８月１９日(木）  

〔松村君〕 

 

〔脇村SAA〕 

松村君：雨が降り続いています。皆様に被害がない事を

願っております。木本隆昭君の卓話を楽しみにしてい

ます。 

川口君：本日の会員卓話、木本委員長、宜しくお願い致

します。楽しみです。 

岩本君：コロナ禍中、役員の皆様方、御苦労様です。 

上野山（栄）君：木本君、急な卓話対応ありがとうございま

す。楽しみです。 

中元君：木本隆昭君、本日の卓話よろしくお願いします。 

橋爪（誠）君：木本さん、本日の卓話ごくろう様です。楽し

みに聞かせて頂きます。ワクチン2回接種完了しまし

た。左腕、Don’t touch me でお願いします。 

井上君：昨日、コロナワクチン接種に行って来ました。左

腕が上がりません。木本さん、本日の卓話よろしくお願

いします。 

木本君：本日の会員卓話を務めさせていただきます。宜

しくお願い致します。 

児嶋君：木本隆昭君、卓話よろしくお願いします。楽しみ

にしています。 

菅原君：木本さん、本日の卓話よろしくお願い致します。 

脇村君：木本君、本日の卓話よろしくお願いします。 

 

〔木本例会運営委員長〕 

本日の会員数２７名 

（出席規定免除会員８名） 

出席会員数２４名 

（出席規定免除会員８名） 

  令和３年９月２日 第２９８２回 

・会員卓話：橋爪誠治君（直前会長）「ロータリー 

の友月間について」＆「SDGｓ関連動画の紹介」 

・ソング：「君が代」「奉仕の理想」 

  令和３年９月９日 第２９８３回 

・会員卓話：ガバナー公式訪問 

  豊岡 敬ガバナー「ガバナーアドレス」 

・ソング：「それでこそロータリー」 
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２ 

会員増強・新クラブ結成推進月間 

た。街中で会員の方と会っても、自然と「こんにちは」と声

をかけられるようにもなりました。このような事から、皆で食

事をとる事が親睦を深めるためにとても大事な事だと学

びました。 

 開会の時に皆でロータリーソングを歌うことも大事な意

味がある事がわかりました。ロータリーソングの歌詞は、

ロータリアンの心構えや在り方を謳っていると思います。

毎週ソングを歌う事で自然と歌詞を覚え、ロータリアンとし

ての考え方が頭の中に染み込んでいくように感じます。

今では、家の中で「４つのテスト」を口ずさんだりするよう

にもなり、家内から「お父さん、なに歌ってんの」と聞かれ

たりもします。 

 次にロータリークラブが職業を通じて社会に貢献する団

体である事を学び、「職業奉仕」という言葉を覚えました。 

 職業奉仕はロータリーの核心であり、世界中の地域社

会で奉仕を行う土台となるものであると謳われています

が、内容が難しく私程度の人間にはまだ理解するまでに

は至りません。しかしながら、松村会長が本年度の基本

方針の中で近江商人の経営理念「三方よし」でこれを例

えてくれました。「売り手によし、買い手によし、世間によ

し」とは、「商売において売り手と買い手が満足するのは

当然のこと、社会に貢献できてこそよい商売といえる」と

いう考え方であり、職業奉仕の考え方と似ていると思いま

す。私はロータリークラブに入会するまで仕事で地域に

貢献できるのは、雇用と納税ぐらいしか頭になかったの

ですが、倫理と高潔さをもって仕事にあたる事が大事だ

とわかりました。 

 その他にも、「クラブ奉仕」「社会奉仕」「国際奉仕」「青

少年奉仕」という言葉を覚えました。 

 「クラブ奉仕」は会員同士の関係をはぐくみ、積極的な

会員増強計画を実行して活気あるクラブづくりを行うとい

う事で、どんな会でも会を発展させる為に大事な事だと

思います。 

 「社会奉仕」はすべてのロータリアンが地域の人々の暮

らしを豊かにし、より良い社会づくりに貢献する事で、私

がロータリーに入会する以前から思っている奉仕活動の

代表です。 

 「国際奉仕」は国際的なプロジェクトでボランティアをし

たり、海外のパートナーとの協同活動を通じて平和と相

互理解を推進する事で、私がロータリーに入会していな

ければ一生縁の無い奉仕活動だったと思います。 

 「青少年奉仕」はローターアクト・インターアクト・ロータ

リー青少年養成プログラム・ロータリー青少年交換などを

通じて、青少年や若い世代の社会人がリーダーシップを

伸ばせるように支援する事で、将来の為に必要な事だと

思います。 

 これら多くの奉仕活動ができるようになるにはまだまだ

多くの時間がかかると思いますが、一つ一つ勉強してい

ければと思っています。 

 あと、入会してから各会長にはそれぞれの思いを学ば

せてもらいました。 

 成川会長からはRIの歴史と時代に沿った解釈の変化な

どを教えていただきました。上野山会長からは、地域社

会の活性化に対する熱い思いを学ばせていただきまし

た。橋本会長からは、コロナ禍で活動が制限される中、

況を踏まえ、当会としては中止と致しました。 

3.ハイライトよねやま257号が届いております。 

 

 

〔菅原R広報副委員長〕 

【横組】 

P7～ ロータリー衛星クラブについて 

   衛星クラブとは何か？多様な形態（会

費、例会形式など）、細則での入会１

年後のクラブへの移籍推奨など会員

増強につながる可能性も含んだ

衛星クラブの設立について、現

存の衛星クラブへのアンケート

をもとに解説されています。 

P20～ 今年５月にオンラインにて開

催された「日本のロータリー １０

０周年を祝う会」との模様、千玄

室氏による基調講演が掲載され

ています。 

P26～ ２年連続となってしまったバーチャルでの国際大

会、国際ロータリー事務総長のジョン・ヒューコ氏に

よる「一年の軌跡」と世界各地からのメッセージが掲

載されています。 

 尚、登録された方は現在でも本会議等の視聴が可

能です。 

P30～ 「ロータリー米山記念奨学事業の基礎知識」とし

て米山記念奨学会についてまとめられています。 

 

【縦組】 

P24 ロータリーアットワーク 和歌山東南RCによる創立５

０周年事業「和歌山城桃林公衆トイレ洋式化改修」

事業について掲載されています。 

P27 河内長野RCの６０周年事業「学びの高野街道」プロ

ジェクトについて掲載されています。 

 

 

 

  

 会員 

  木本 隆昭 君 

 

 
 

 「ロータリークラブで学んだ事」 

 私が入会したのは2017年7月で、成川パストガバナー

が2回目の会長をされた年度です。入会当初は、地域社

会を代表するメンバーが集っている会なのでとても緊張

していました。そして、みんなで食事をして、歌を歌って

から例会プログラムを始めるスタイルにも驚きました。特

に食事に関しては、1時間という限られた例会開催時間

の中でとる事が不思議でした。しかし何カ月か皆さんと毎

週木曜日に昼食をしているとそれが当たり前のようにな

り、先輩会員の皆さんにも親近感がもてるようになりまし

 卓 話 

ロータリー友誌  



ズーム会議などリモートでの活動をまなびました。橋爪会

長からは、コロナ禍の中でのユーチューブ例会開催、そ

して雨にも負けず風にも負けずの精神に感銘を受けまし

た。ただ、雨と風には負けませんが、アルコールには負

ける事も私は知っています。そして、松村会長には、この

大変なロータリークラブの会長６年以内に2回もされてい

て本当に凄いと思います。 

 以上が私がロータリークラブで学んできた事です。今は

これで精一杯です。すみません。 

 最後に、コロナ禍が一日も早く終息して、毎週木曜日に

例会場でおいしい昼食がとれるように戻る事を祈念して

私の卓話を終わらせていただきます。ご清聴ありがとうご

ざいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

３ 

会員増強・新クラブ結成推進月間 

ロータリーの目的 
 

ロータリーの目的は、意義ある事業の

基礎として奉仕の理念を奨励し、これ

を育むことにある。具体的には、次の

各項を奨励することにある。 

 

第１ 知り合いを広めることによって奉

仕の機会とすること。 

   

第２ 職業上の高い倫理基準を保ち、役

立つ仕事はすべて価値あるものと認識

し、社会に奉仕する機会としてロータ

リアン各自の職業を高潔なものにする

こと。 

 

第３ ロータリアン一人一人が、個人と

して、また事業および社会生活におい

て、日々、奉仕の理念を実践するこ

と。 

 

第４ 奉仕の理念で結ばれた職業人が、

世界的ネットワークを通じて、国際理

解、親善、平和を推進すること。 
 

閉会・点鐘 〔松村会長〕 

日程 9月の例会プログラム 

9/2(木) 

会員卓話 

橋爪 誠治 君 

「ロータリーの友月間について」 

      ＆ 

「SDGｓ関連動画の紹介」 

9/9(木) 
ガバナー公式訪問 

「ガバナーアドレス」 

9/16(木) 休会 

9/23(木) 休会 

9/30(木) 外部卓話 

 

次週は 

ガバナー公式訪問 
      です。 

 

豊岡 敬 ガバナー 

中西 秀文 ガバナー補佐 

ＺＯＯＭにて 

ご出席いただきます 


